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議会改革の一環として、２年間にわたり、「議会報告会・意見交換会」を開催してまい
りました。
これまで、総勢３９２人もの方々のご参加、２７８件ものご意見・ご提言をいただき、本当
にありがとうございました。
議会が活動する目的は、「矢板を元気に！」すること。その活動に終わりはありません。
今年も第３回を開催させていただき、意見の交換を通じて、皆さまと一緒に矢板を元気
にしてまいりたいと思います。
おひとりでも多くの方のご参加をお待ちしております！

第3回

片岡公民館
コミュニティホール

片岡 水
１０⁄１1

矢板市文化会館
小ホール

矢板 金
１０⁄１3

泉公民館集会室

泉 木
１０⁄１2

全 会 場
１９：００～２１：００
第１部：議会報告会
第２部：意見交換会

※ご都合の良い会場にお越しください。

「議会報告会・意見交換会」開催！

◎渡邉孝一　○小林勇治
　ほか全議員

議会報告会をどのように運営する
のか決める

議事の取扱い等、議会運営につ
いて決める

５
月
か
ら
矢
板
市
議
会
が
新
体
制
に
移
行
し
ま
し
た
。

議
長
、副
議
長
よ
り
就
任
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

各
委
員
会
等
の
構
成
に
つい
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

和田安司　宮本妙子　中村久信
石井侑男　渡邉孝一

・国民健康保険運営協議会委員　髙瀬由子　今井勝巳
・社会教育委員　中村有子
・農政対策協議会委員　大島文男　大貫雄二
・都市計画審議会委員　藤田欽哉　櫻井惠二　関由紀夫
・環境審議会委員　佐貫　薫

税務、防災、生活環境、福祉および
子育て事業などのチェック

【表紙の数字】 早稲田大学マニフェスト研究所「議会改革度調査」における矢板市議会の全国ランキングです。
2014年度579位、2015年度345位、2016年度147位と毎年アップしています。これからも議会改革を市勢発展に結
びつけられるよう努力してまいります。

◎佐貫　薫　○関由紀夫
　藤田欽哉　　和田安司
　中村久信　　石井侑男
　中村有子　　渡邉孝一

建設、教育、農林商工業、水道事
業などのチェック

◎伊藤幹夫　○小林勇治
　髙瀬由子　　櫻井惠二
　宮本妙子　　今井勝巳
　大島文男　　大貫雄二

議会だより編集など、議会の情報
公開・交換のための施策を行う

◎関由紀夫　○佐貫　薫
○伊藤幹夫
　髙瀬由子　　藤田欽哉
　櫻井惠二　　小林勇治
　和田安司　　宮本妙子

◎中村久信　○伊藤幹夫
　佐貫　薫　　渡邉孝一
　今井勝巳　　大貫雄二

議会報告会運営委員会議会広報広聴委員会

議会運営委員会総務厚生常任委員会 経済建設文教常任委員会

議会改革をさらに進める施策を立
案、実行する

◎中村久信　○伊藤幹夫
　佐貫　薫　　和田安司
　宮本妙子　　渡邉孝一
　今井勝巳　　大貫雄二

議会改革推進特別委員会

副議長：宮本妙子　議長：和田安司
　

５
月
19
日
開
催
の
第
３
４
６
回
矢

板
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
長
に
和
田
安
司
、
副
議
長
に
宮
本

妙
子
が
新
た
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の

職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
時
代
に
あ
っ
て
、
議

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
さ
ら
に
大
き

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
矢
板
市
発

展
の
た
め
、
矢
板
市
議
会
基
本
条
例

の
も
と
、
活
発
な
議
論
に
よ
り
そ
の

理
念
を
深
化
さ
せ
、
市
民
の
皆
さ
ま

へ
の
結
果
責
任
と
説
明
責
任
を
果
た

し
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
運
営
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
今
後
と
も
格

別
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〜
さ
ら
な
る〝
進
化
〞へ
〜

議
会
の
新
構
成



請願・陳情の審議結果

5

議
案
を
こ
の
よ
う
に
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
会 

審
査
レ
ポ
ー
ト

総務厚生
常任委員会
◎佐貫　薫　○関由紀夫
　藤田欽哉　　和田安司
　中村久信　　石井侑男
　中村有子　　渡邉孝一

平
成
29
年
度
矢
板
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

概
要　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億

６
８
０
万
円
を
追
加
計
上
し
、
予
算

総
額
を
１
３
１
億
１
３
６
０
万
円
に

補
正
す
る
も
の
。
教
育
費
の
体
育
施

設
整
備
事
業
に
係
る
経
費
９
５
８
４

万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

質
疑　

補
正
に
よ
り
改
修
予
定
の
農

業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
数
等
の
状
況
は
。

説
明　

稼
働
日
数
３
４
９
日
、
稼
働

率
97
％
、
利
用
件
数
１
７
１
３
件
、

１
万
２
１
２
４
人
で
あ
る
。
（
平
成

28
年
度
実
績
）

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

概
要　

栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ

い
て
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

第1号

第18号

陳情番号 件　　　　　名 提出者 ※敬称略 所管委員会 議決結果

号24第 県立高等学校入学選抜で再募集実施を求める意見書
採択・提出にかかわる陳情

全栃木教職員組合
執行委員長　粂川祥一 経済建設文教 継続審査

号25第 「青少年健全育成基本法の制定」を求める意見書提出
に関する陳情

明日の教育を考える会
代表　薄井明 経済建設文教 採　択

号26第 テロ等準備罪を新設する組織犯罪処罰法の改正に関
する陳情

平和と憲法を守る！栃木県北市民ネット
椎野輝美ほか３名 総務厚生 継続審査

請願書様式
（表　紙）
　○○○○○に関する請願書
　　　紹介議員　氏　　　　名○
（内　容）
　件　名　○○○○○に関する請願
　要　旨　…………………………………
　理　由　…………………………………
　　地方自治法第１２４条の規定により、
　上記の請願書を提出します。
　　平成　　年　　月　　日
　請願者（代表）
　　住　所
　　氏　名　○○○○　○
　　（連名のときは末尾に署名簿を添え、ここ
　　には代表者を記載し、ほか何名とする。）
　　矢板市議会議長　　　　　　様

印

印

陳情書様式
（表　紙）
　○○○○○に関する陳情書
（内　容）
　件　名　○○○○○に関する陳情
　要　旨　…………………………………
　理　由　…………………………………
　　平成　　年　　月　　日
　陳情者（代表）
　　住　所
　　氏　名　○○○○　○
　　（連名のときは末尾に署名簿を添え、ここ
　　には代表者を記載し、ほか何名とする。）
　　矢板市議会議長　　　　　　様

印

請願・陳情は、こんな方法で
請願・陳情は、市民の皆さまの要望を市政に反映させるための制度です。
請願書・陳情書を提出する方は、以下の要領でご持参ください。

・用紙サイズはA4版。右の様式に準じて日本語で作成してください。
■様式

・簡単な趣旨、理由、提出日、請願者（陳情者）の住所、氏名を記載し、押印の上、ご提出ください。
※請願書には、必ず1人以上の紹介議員（矢板市議会議員）の署名、または記名押印が必要です。陳情
書には紹介議員は必要ありません
※道路や水路等の場合は、地図の写しや略図を添付してください

■内容

・定例会（3月、6月、9月、12月）開会日の10日ぐらい前までにご提出ください。
　市役所が閉庁のときを除き、いつでも受け付けています。

■受付期日

お問い合わせ先：議会事務局　T E L : 4 3 - 6 2 1 6

総務厚生常任委員会の審査

4

5月臨時会、6月定例会の審議結果
議案番号 件　　　　　名 賛成・反対 議決結果

承　認

原案可決

全会一致で
賛成

全会一致で
賛成

議案番号 件　　　　　名 賛成・反対 議決結果

原案可決

原案可決

同　意

同　意

号

号

号

1

2

3~17

18

議員案第1号

第

第

第

第

平成29年度矢板市一般会計補正予算（第２号）

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

農業委員会委員の任命同意について

栃木県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

「青少年健全育成基本法の制定」を求める意見書

次ページで審査内容を詳しくご報告！

第346回 5月臨時会 － 5月19日 －

第347回 6月定例会 － 6月9日～6月22日 －

号

号

号

1

2

3

第

第

第

号7第

号4第

号5第

号6第

市長の専決処分事項承認について
専決第１号　平成28年度矢板市一般会計補正予算（第７号）

市長の専決処分事項承認について
専決第３号　矢板市都市計画税条例の一部を改正する条例

平成29年度矢板市一般会計補正予算（第１号）

平成29年度矢板市介護保険特別会計補正予算（第１号）

監査委員（大島文男氏）の選任同意について

矢板市個人情報保護条例及び行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部改正について

市長の専決処分事項承認について
専決第２号　矢板市市税条例の一部を改正する条例

号



67

［今回の質問］

1．

2.

3.

地域包括ケアシステ
ムについて

地域包括支援セン
ターについて

（仮称）とちぎフット
ボールセンターに
ついて

質
問

　

矢
板
市
の
地
理
特
性
上
、地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、泉
、矢
板
、片
岡
の
３

か
所
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

前
回
の
公
募
に
お
け
る
受
託
候
補
者

の
辞
退
に
よ
り
、地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
２
次
募
集
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、

選
考
に
際
し
て
は
慎
重
な
審
議
を
求
め

る
。つ
い
て
は
、選
考
委
員
は
市
職
員
の

み
で
は
な
く
、医
師
、看
護
師
、介
護・福

祉
施
設
等
の
有
識
者
を
メ
ン
バ
ー
に
加

え
て
は
い
か
が
か
。

　

ま
た
、２
次
募
集
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュー
ル
に
つい
て
も
問
う
。

質
問

答
弁

　

総
務
省
よ
り「
ふ
る
さ
と
納
税
に
係

る
返
礼
品
の
送
付
等
に
つ
い
て
」と
い
う

文
書
が
通
知
さ
れ
た
。返
礼
品
の
割
合

を
３
割
以
内
に
す
る
な
ど
と
い
っ
た
内

容
だ
が
、矢
板
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
つい
て
今
後
の
対
応
を
問
う
。

　

矢
板
市
の
返
礼
に
つ
い
て
は
、寄
附
者

に
対
し
て
寄
附
額
の
50
％
相
当
の
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
し
て
い
る
。こ
れ
は
送
料
な

ど
も
含
ん
だ
も
の
で
、返
礼
品
自
体
に

係
る
返
礼
の
割
合
は
概
算
で
約
30
・

３
％
と
な
って
い
る
。

　

現
在
、総
務
省
の
通
知
に
沿
っ
た
返

礼
割
合
や
返
礼
品
目
へ
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
が
、内
容
及
び
時
期
に
つ
い

て
は
他
市
町
村
の
対
応
の
状
況
を
見
る

な
ど
し
な
が
ら
、検
討
し
て
い
く
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
法
人

２
次
募
集
を
問
う
。

質
問

　

以
前
の一
般
質
問
に
お
い
て
、矢
板
市

全
体
の
気
運
の
高
ま
り
の
も
と
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
立
ち
上
げ
を
促
進
す
る

旨
の
答
弁
を
得
た
。今
後
の
支
援
と
取

り
組
み
を
問
う
。

フ
ィ
ル
ムコ
ミッ
ション
、市
の
支
援
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
見
直
し
を
問
う
。

答
弁

　

３
月
下
旬
か
ら
矢
板
市
を
舞
台
と

し
た
映
画
が
撮
影
中
で
あ
る
。ロ
ケ
地

紹
介
、宿
泊
、飲
食
、エ
キ
ス
ト
ラ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
手
配
ま
で
を
行
う
長
期
的

な
撮
影
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

近
く
、撮
影
関
係
者
や
協
力
さ
れ
た

市
民
の
皆
様
と
の
集
ま
り
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。そ
う
し
た
場
に
お
い
て
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
係
る
話
し
合
い
の
場

を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略（
新
オ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）の
推
進
に
向
け
、①
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
現
状
、

②
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
配
置
、

対
応
体
制
、③
認
知
症
カ
フ
ェ
の
設
置
、

開
催
の
考
え
を
伺
う
。

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
取
り
組
み
の
現
状
は
。

小
中
学
生
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
を
！

答
弁

　

①
本
年
度
か
ら
２
つ
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
嘱
託
の
認
知

症
サ
ポ
ー
ト
医
１
名
と
専
門
職
２
名
を

配
置
し
た
。②
高
齢
対
策
課
に
１
名
を

配
置
し
、
民
生
委
員
と
連
携
し
て
定

期
的
な
見
守
り
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。③

矢
板
市
で
は
「
家
族
介
護
の
会
」
を

開
催
し
て
い
る
。
地
域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
も
集
え
る
場
の
創
出
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

質
問

　

矢
板
市
の
小
中
学
生
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
は
非
常
に
少
な
い
現
状
に
あ

る
。サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
成
し
て
い
く
た
め

に
啓
発
グ
ッ
ズ
と
し
て
、受
講
証
を
作

成・配
付
し
て
は
い
か
が
か
。

答
弁

　

矢
板
市
で
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
昨
年
度
末
ま
で
に
計
75
回
、

２
０
０
０
人
を
超
え
る
受
講
者
の
実
績

が
あ
り
、受
講
者
に
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

を
配
付
し
て
い
る
。

　

小
中
学
生
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
は
増
員
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
に

あ
る
。提
案
い
た
だ
い
た
受
講
証
や
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
に
代
わ
る
目
印
に
つ
い
て
も

検
討
し
、小
中
学
校
に
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
を
呼
び
掛
け
て

い
き
た
い
。

市勢発展のために！ 
「一般質問」報告

問問う。う。
市政を

※こちらの本文は、質問者本人が作成しています。こちらでご紹介しているのは一般質問の一部で、すべての内容は矢板市議会ホームページで9月8日（金）よりご覧いただけます。

関 由紀夫 議員

伊藤 幹夫 議員

中村 有子 議員

［今回の質問］

1．

2．

3．
4．

5．
6．

フィルムコミッションに
ついて
矢板市の地球温暖化
対策について
こども食堂について
矢板市の就業サポート
支援事業について
ふるさと納税について
Ｊプロツアー大田原ク
リテリウム・片岡ロード
レースについて

［今回の質問］

1．

2.

3.

4.

5.

観光振興について

認知症対策の推進に
ついて

食品ロス削減に向けて
の対策について

教育環境の充実に
ついて

子育て支援について

6/12・13
市政の課題や将来の展望について質す一般質問。
6月議会では、9人の議員が質問をしました。
「矢板を良くしたい！」
各議員の熱い思い、ご一読ください。

ただ

答
弁

　

今
年
度
に
お
い
て
、改
め
て
第
２
圏
域

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託

法
人
を
公
募
す
る
。

　

公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、７
月
に
公
募

要
項
配
布
、８
月
上
旬
に
公
募
説
明
会
、

９
月
に
応
募
受
付
、10
月
に
選
考
委
員

会
、11
月
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
の
流
れ
で
決
定
し
た
い
。

　

公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
に
お
い
て
承

認
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
だ
が
、会
議
中
、

業
務
委
託
法
人
選
考
員
会
は
市
職
員

だ
け
で
な
く
外
部
の
委
員
を
追
加
す
る

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。こ
れ
ら
の
意
見

を
も
と
に
公
募
の
準
備
を
進
め
て
い
く
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
承
認
済
み

選
考
委
員
会
構
成
は
検
討
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［今回の質問］

1．

2.

3.

4.

環境・再生可能エネルギー
ビジネスの振興について

やいた再生可能エネルギー
都市の創造について

環境基本計画の推進に
ついて

軽度者向け介護サービスに
ついて

質
問

答
弁

　
「
矢
板
市
環
境
基
本
計
画
」で
は
、エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、環
境
学
習
、再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
環
境・エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
の
可
能
性
と
起
業
化
の
調
査
・
研

究
を
進
め
、ビ
ジ
ネ
ス
化
を
推
進
し
、環

境
と
経
済
が
好
循
環
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
図
っ
て
い
く
と
あ
る
が
、取
り
組
み
状

況
に
つい
て
伺
う
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
環
境
学
習
な
ど
に

つい
て
は
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
や
起

業
化
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、す
で
に

実
現
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
が
、太
陽

光
や
風
力
そ
の
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、情
報
収

集
を
行
って
い
る
段
階
で
あ
る
。

質
問

答
弁

　

観
光
名
所
の
ほ
か
に
、お
い
し
い
も
の

「
美
食
」で
も
誘
客
は
可
能
で
あ
る
。

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｄ

Ｃ
）の
機
に
、矢
板
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
矢
板

の
美
食
を
Ｐ
Ｒ
し
、交
流
人
口
増
を
図
っ

て
は
い
か
が
か
。

　

栃
木
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
観
光
集
客
は
、

Ｊ
Ｒ
の
宣
伝
の
増
強
に
よ
り
再
来
年
度

の
ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
ま
で
年
々
増
加
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。矢
板
ブ
ラ
ン
ド
及

び
農
畜
産
物
を
周
知
す
る
良
い
機
会
で

あ
る
の
で
、栃
木
Ｄ
Ｃ
を
通
し
て
様
々
な

Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
、本
市
が
誇
る
矢

板
ブ
ラ
ン
ド
、農
畜
産
物
の
幅
広
い
周
知

及
び
販
路
拡
大
、ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に

向
け
努
力
す
る
。

質
問

答
弁

　

高
齢
者
は
単
に
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手・

利
用
者
で
は
な
く
、高
齢
者
が
積
極
的

に
生
活
支
援
の
担
い
手
と
な
っ
て
、支
援

が
必
要
な
高
齢
者
を
支
え
る
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
等
の
団
体
の
活
用
を

進
め
た
住
民
主
体
型
サ
ー
ビ
ス
参
入
の

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つい
て
問
う
。

　

住
民
主
体
型
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と

な
る
可
能
性
の
あ
る
事
業
と
し
て
は
、

お
元
気
ポ
イ
ン
ト
事
業
な
ど
を
活
用
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
、「
き
ら
き

ら
サ
ロ
ン
」が
挙
げ
ら
れ
る
が
、実
施
団

体
が
要
支
援
者
の
受
入
が
可
能
か
な
ど

課
題
も
あ
る
。

　

引
き
続
き
、導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

環
境
基
本
計
画
、取
り
組
み
の
現
状
は
。

住
民
主
体
型
サ
ー
ビ
スへの
参
入
促
進
は
。

質
問

　

エ
コ
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
の
無
料
宿
泊
体

験
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
、宿
泊
時
に
は
道
の

駅
で
野
菜
を
購
入
し
、矢
板
高
校
生
の

レ
シ
ピ
で
料
理
を
作
る
な
ど
矢
板
を
満

喫
で
き
る
、田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、「
第
二
の
故
郷
矢
板

発
見
」等
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
、定
住
促
進

に
つ
な
げ
て
は
い
か
が
か
。

エコ
モ
デ
ルハウ
ス
を
活
用
し
定
住
促
進
を
！

Ｄ
Ｃ
を
活
か
し
、交
流
人
口
増
を
図
る
べ
き
！

答
弁

　

エ
コ
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
は
、無
料
宿
泊

体
験
時
に
食
事
を
提
供
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、自
炊
時
に
お
い
て
道
の
駅
の
食

材
利
用
に
よ
る
販
売
促
進
や
矢
板
高

校
生
の
レ
シ
ピ
等
の
活
用
連
携
も
検
討

し
て
い
く
。エ
コ
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
活
用
し

て
少
し
で
も
定
住
促
進
に
繋
げ
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

　

矢
板
駅
西
口
の
公
図
混
乱
解
消
に

関
し
、昨
年
12
月
定
例
会
一
般
質
問
に

お
い
て
、市
長
か
ら
、「
今
後
、土
地
家
屋

調
査
士
と
い
ろ
い
ろ
協
議
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
」と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。そ
の
後

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

昨
年
12
月
22
日
に
、有
識
者
と
の
意

見
交
換
会
を
市
内
の
土
地
家
屋
調
査

士
等
８
名
と
開
催
し
、公
図
混
乱
解
消

策
に
つい
て
意
見
交
換
し
た
。

　

そ
の
中
で
、地
籍
整
備
推
進
調
査
費

補
助
金
を
活
用
し
た
国
土
調
査
法
第

19
条
第
５
項
指
定
に
よ
る
地
図
整
備
に

つ
い
て
調
査
研
究
す
る
こ
と
と
な
り
、県

へ
の
照
会
や
情
報
収
集
を
行
い
、そ
の
実

施
の
可
能
性
に
つい
て
検
討
し
て
い
る
。

［今回の質問］

1．

2．

（仮称）とちぎフット
ボールセンターに
ついて

地籍調査について

質
問

　
（
仮
称
）と
ち
ぎ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
Ｆ
Ｃ
）整
備
に
際
し
、照
明
の
光
や

騒
音
等
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。近
隣

住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
る
の
か
。

Ｆ
Ｃ
用
地
、近
隣
住
民
の
合
意
形
成
を
問
う
。

公
図
混
乱
解
消
へ
有
識
者
と
の
連
携
状
況
は
。

答
弁

　

例
え
ば
夜
間
照
明
に
つ
い
て
は
設
置

場
所
や
角
度
、グ
ラ
ウ
ン
ド
を
集
中
的

に
照
射
で
き
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
採
用

し
て
光
を
極
力
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
す

る
な
ど
、最
大
限
の
配
慮
を
し
、住
民
の

皆
様
の
ご
理
解
を
得
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

住
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、施
設・設

備
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
の
整
備
計
画
が
固

ま
っ
た
段
階
で
速
や
か
に
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

［今回の質問］

1．

2.

3.

矢板市都市計画に
ついて

創生創業後援制度
について

（仮称）とちぎフット
ボールセンターの
現状と今後に
ついて

［今回の質問］
1．

2．

3．

4．

5．

6．

エコモデルハウスの視察誘致
－「日本一」への挑戦－

エコモデルハウスで田舎
暮らし体験 －Discover矢板－
デスティネーションキャンペーン
（DC）における農畜産物PR
－矢板の「美食」キャンペーン－

世代間交流の場としての
夏休みラジオ体操
－「生きがい日本一」をめざして－

スポーツツーリズムと
矢板独自のDC
－「選ばれる矢板」へ－

オリエンテーリングをとちぎ国体
デモンストレーション競技に
－「オリエンテーリングの聖地」
矢板周知と「研修地」矢板へ－

質
問

　

県
道
矢
板・那
須
線
バ
イ
パ
ス（
Ｂ
Ｐ
）

周
辺
の
土
地
利
用
指
針
を
示
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。こ
の
エ
リ
ア
の
市
街
化
に

つい
て
当
局
の
考
え
を
問
う
。

矢
板
那
須
線
Ｂ
Ｐ
沿
線
の
市
街
化
を
問
う
。

創
生
創
業
後
援
制
度
拡
大
の
考
え
は
。

答
弁

　

県
道
矢
板
・
那
須
線
Ｂ
Ｐ
は
本
市
の

中
で
も
極
め
て
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ

り
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
に
伴
い
、
沿

道
の
開
発
需
要
も
一
層
高
ま
る
こ
と
が

確
実
視
さ
れ
る
。

　

区
域
内
の
優
良
農
地
と
の
調
和
を

図
り
な
が
ら
適
切
に
市
街
化
を
図
っ
て

い
く
た
め
、「
矢
板
都
市
計
画
区
域
に
お

け
る
土
地
利
用
方
針
」
を
策
定
す
る
。

　

本
方
針
は
、
将
来
土
地
利
用
の
誘

導
方
針
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
市
街

地
形
成
を
適
切
に
誘
導
・
支
援
し
、

市
勢
発
展
を
目
指
す
。

質
問

答
弁

　

創
生
創
業
後
援
制
度
に
つ
い
て
は
、

地
方
創
生
の
推
進
、あ
る
い
は
事
業
者

の
創
業
支
援
に
役
立
つ
と
認
め
ら
れ
る

営
利
事
業
に
つ
い
て
後
援
す
る
制
度
と

し
て
、日
本
で
初
め
て
創
設
し
、平
成
29

年
４
月
１
日
か
ら
開
始
し
、こ
れ
ま
で

２
件
の
後
援
を
決
定
し
た
。

　

ま
た
、３
月
に
制
定
し
た「
矢
板
市

中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業
の
振
興

に
関
す
る
条
例
」を
も
と
に
、今
後
、事

業
計
画
を
策
定
予
定
で
あ
る
の
で
、矢

板
市
商
工
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

今井 勝巳 議員

髙瀬 由子 議員

※こちらの本文は、質問者本人が作成しています。こちらでご紹介しているのは一般質問の一部で、すべての内容は矢板市議会ホームページで9月8日（金）よりご覧いただけます。

櫻井 惠二 議員

小林 勇治 議員
　

新
設
し
た
創
生
創
業
後
援
制
度
を

単
な
る
ひ
と
つ
の
施
策
と
せ
ず
、こ
れ
を

活
用
し
て
総
合
的
、一
体
的
な
中
小
企

業
振
興
策
を
展
開
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
か
。
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［今回の質問］

1．

2．

3．

（仮称）とちぎフット
ボールセンターに
ついて

中心市街地活性化に
ついて

給食費無料化に
ついて

Ｆ
Ｃ
整
備
計
画
等
最
終
案
の
提
示
時
期
は
。

市
長
公
約
、給
食
費
無
料
化
を
問
う
。

質
問

答
弁

　

今
年
か
ら
栃
木
県
全
体
で
Ｊ
Ｒ
主

催
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
Ｄ
Ｃ
）が
始
ま
っ
て
い
る
。全
力
の
Ｐ
Ｒ

と
経
済
効
果
を
産
み
出
す
事
業
が
必

要
で
あ
る
。当
局
の
計
画
は
？

　

Ｄ
Ｃ
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、今

年
の
プ
レ
Ｄ
Ｃ
の
結
果
を
踏
ま
え
、来
年

の
本
番
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。具

体
的
に
は
、現
在
行
わ
れ
て
い
る
長
野

県
の
Ｄ
Ｃ
の
事
例
を
視
察
す
る
と
と
も

に
、駅
ナ
カ
の
エ
キ
ュ
ー
ト
な
ど
関
連
事

業
団
体
に
、矢
板
市
産
商
材
を
活
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
営
業
活
動
を
行
う
。

交
流
人
口
増
は
も
ち
ろ
ん
、経
済
効
果

を
産
み
出
す
事
業
を
作
り
出
し
て
行

き
た
い
。

質
問

答
弁

　
（
仮
称
）と
ち
ぎ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
Ｆ
Ｃ
）に
つ
い
て「
民
間
活
力
導
入

可
能
性
調
査
」の
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

最
終
的
な
施
設
整
備
計
画
と
管
理
運

営
計
画
の
提
示
時
期
は
。

　

整
備
内
容
の
見
直
し
も
視
野
に
入

れ
た
民
間
活
力
導
入
可
能
性
調
査
を

シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
委
託
し
実
施
し
て
き
た
。

　

調
査
報
告
書
に
は
、本
年
６
月
か
ら

基
本
計
画
策
定
に
着
手
し
、12
月
に
議

会
へ
報
告
、平
成
33
年
度
末
開
業
の
工

程
が
例
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、調
査
結
果
で
民
間
活
力
の

導
入
効
果
が
限
定
的
で
あ
る
と
判
明

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、当
面
の
間
、調
査

結
果
を
精
査
し
、県
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
さ

ら
な
る
支
援
を
求
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

　

市
長
公
約
の「
給
食
費
の
段
階
的
無

料
化
で
、市
内
農
業
の
発
展
を
支
援
」に

つ
い
て
は
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

　

給
食
費
の
無
料
化
と
地
産
地
消
の

推
進
を
結
び
付
け
て
進
め
た
い
。

　

課
題
と
し
て
は
、財
源
の
確
保
の
ほ

か
、①
学
校
給
食
側
と
生
産
者
側
が
連

携
調
整
す
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
、②

食
材
の
量
の
確
保
、が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、①
新
規

事
業
と
し
て
、県
の
補
助
事
業
で
あ
る

「
と
ち
ぎ
地
産
地
消
給
食
推
進
事
業
」

の
実
施
、②
周
辺
市
町
と
の
広
域
連
携

を
模
索
し
て
い
く
。

　

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
と
市
内

農
業
の
発
展
の
双
方
を
実
現
し
て
い
き

た
い
。

質
問

答
弁

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
力

の
向
上
の
た
め
に
は
、学
校
教
育
の
充
実

が
基
本
。①
矢
板
市
、学
校
ご
と
の
目

標
の
徹
底
。②
先
生
方
の
教
え
る
力
の

向
上
。③
児
童・生
徒
た
ち
へ
の
学
び
の

工
夫
。３
つ
の
観
点
で
の
施
策
を
問
う
。

　

矢
板
市
と
各
学
校
の
目
標
の一
貫
性

は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
り
、先
生
方
の

教
え
る
力
の
向
上
の
た
め
に
、昨
年
は
、

秋
田
県
教
育
委
員
会
と
の
交
流
研
修

を
行
っ
た
。引
き
続
き
、今
年
も
研
修
を

行
い
、学
校
全
体
で
教
え
る
力
向
上
の

た
め
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
。児
童
・

生
徒
た
ち
の
学
び
の
工
夫
で
は
、家
庭

学
習
ノ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
今
年
初
め
て

実
施
。家
庭
学
習
の
定
着
の
た
め
の
施

策
を
強
化
し
て
い
く
。

矢
板
市
の「
今
」の
Ｐ
Ｒ
と

「
未
来
」の
た
め
の
学
校
教
育
振
興
を
！

佐貫 薫 議員

［今回の質問］

1．

2.

 「自立」するための第一歩、
「交流人口を増やす＝
矢板のファンを増やす」
ための戦略について

未来を担う子どもたちの
ために。
学校教育の充実について

藤田 欽哉 議員

平成28年（2016年）度の政務活動費の状況を
ご報告いたします。

平成28年度
「政務活動費」の支出状況

※執行内容の合計額（321万8,089円）が執行額（308万2,021円）を上回っているのは、政務活動費
　の限度額である一人当たり年額２４万円を超えた分が執行内容に含まれているためです。
※議員別の詳細は、矢板市議会ホームページで公開しております。

交付額（一人当たり月２万円で交付申請した議員１５人分） ３５６万円
執行額（執行率８６．５７％） ３０８万２，０２１円
返還額 ４７万７，９７９円
　《執行内容の内訳》
 研究研修費 ………………………２９万７，５３８円
 （主な支出は、研修会参加負担金、宿泊費、交通費などです）

 調査費 …………………………２５１万９，７８３円
 （主な支出は、宿泊費、交通費、燃料費などです）

 資料作成費 ……………………………８，７７０円
 （主な支出は、印刷費、写真プリント代、文書コピー代などです） 

 資料購入費 ………………………３９万１，９９８円
 （主な支出は、図書購入費、新聞購読料などです）

 事務所費 ……………………………………０円
 （主な支出は、事務機器リース代などです）

執行内容の合計額 ３２１万８，０８９円

政務活動費Q&A

A. 上の表に記載されている研究研修費、調査
費などが経費として認められています。

Q.どんな経費が認められているの？Q.Q.Q.Q.そもそも「政務活動費」って何？Q.
A.議員が政策立案や政策提言の力を高めるた
め、調査研究活動を行う際の経費です。

矢板市議会の政務活動費は、１人当たり年額２４万円が上限です。平成28年度までは、政務活動費を事前に
交付していましたが、平成29年度からは、執行額を後日請求・精算する「事後交付制度」を採用しています。
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ぜひ、傍聴にお越しください。
なお、日程等が変更となる場合がございますので、議会事務局にお問い
合わせください。（TEL.43－6216）

5月～7月の議会日誌

「これまで」と「これから」
 議会の動きをご報告 矢板市議会 スケジュール帳

「矢板市議会だより」について、ご感想・ご意見をお待ちしております。
FAX（0287-44-1100）、封書など（〒329-2192 矢板市本町5-4 矢板市議会
事務局あて）、Email（gikaijimukyoku@city.yaita.tochigi.jp）

この“矢板市議会だより”は環境に配慮し、
再生紙と大豆油インキを使用しています。

◎関由紀夫　○佐貫　薫　○伊藤幹夫
　髙瀬由子　　藤田欽哉　　櫻井惠二
　小林勇治　　和田安司　　宮本妙子

※◎は委員長、〇は副委員長

矢板市議会は開かれた議会をモットーに、議会運営に取り組んでまい
りました。この度、早稲田大マニフェスト研究所が実施した、2016年
度の「議会改革度調査」によると、矢板市議会は全国1347議会中
147位という結果でした。議会は、議員のみで運営されるものではな
く、広く市民の皆さまとの協働が大切だと常々感じております。今後
とも、「情報共有」「住民参加」「機能強化」等に力を入れ、市民の皆さま
の負託に応えられる議会を目指してまいります。 （委員長：関由紀夫）

編 集 後 記

※次号（第199号）は11月1日発行予定です。

議会運営委員会
全員協議会、第346回市議会臨時会
全国市議会議長会第93回定期総会 （東京都）
県北五市議長会議 （矢板市）

5月
11日
19日
24日
29日

6月
議会運営委員会
全員協議会、議員会
　　　第347回市議会定例会
議会運営委員会、議員会、全員協議会、
議会報告会運営委員会、議会広報広聴委員会
塩谷市町村議会議長会議 （さくら市）

1日
9日
9日

22日

26日

～22日

7月
塩谷広域行政組合議会臨時会 （矢板市）
大分県由布市行政視察来庁
第294回栃木県市議会議長会議
栃木県市議会議長会議員及び事務局職員
研修会 （那須烏山市）
全員協議会、議会報告会運営委員会、議員会、
議会広報広聴委員会
　　　総務厚生常任委員会行政視察
 （香川県三豊市ほか）
　　　経済建設文教常任委員会行政視察
 （北海道美唄市ほか）

6日
12日
14日

19日

24日

26日

～26日

～28日

8月～10月の議会スケジュール（予定）

暑中お見舞い申し上げます。
 矢板市議会

全国市議会議長会表彰
　５月24日、東京都で開催された第93回全国市
議会議長会の定期総会において、地方自治の
伸張発展と市勢の向上振興に
貢献された、和田安司議員が、
栄えある議員在職10年の表彰
を受けられ、副議長から表彰状
の伝達が行われました。

　議員個人の暑中見舞い、初盆などの寄附
行為となるものは、どのような名目であっても公
職選挙法により禁止されていますので、自粛し
ております。ご了承ください。

和田安司議員

 1日 　　議会運営委員会行政視察
   （石川県加賀市ほか）
 18日 全員協議会
 24日 議会運営委員会
 25日 県北五市議長会議 （那須塩原市）

 1日 全員協議会、定例会開会
 4日 　　　一般質問、決算審査特別委員会
 7日 　　　常任委員会
 14日 決算審査特別委員会
 21日 全員協議会、定例会閉会
 29日 塩谷市町村議会議長会議

 11日 議会報告会・意見交換会 （片岡）
 12日 議会報告会・意見交換会 （泉）　
 13日 議会報告会・意見交換会 （矢板）
 19日 全員協議会

～2日

～ 6 日
～13日

8月

9月

10月


